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は　しがき

内外で注目を集めている日本的経営については，関心が高まるにつれて論議

が拡散したり，内容とは異なる書籍が日本的経営と題して店頭にならんだりし

て混乱状態におち入り始めたのが現状であるように思われる0

本書は，『現代経営学』シリーズの第10巻として，このような日本的経営論

の現状を認識したうえで，従来の内外の諸研究を整理し，日本的経営の現代化

に寄与することを目的として刊行された0本書の内容は理論および実務の両方

に着目して，次のような3つの霹成になっている0

第1には，日本的経営の現代化の主要な路線である国際化の問題をとりあげ

た。第1章「日本的経営の国際化」では海外に選出する日本企業の当面する諸

問題を実態に即して解析し，その土着化の方向を探索している0第2章「海外

における日本的経営論」では，逆に，海外における日本的経営の薯研究とその

問題点を整理して読者に提供することを意図した0第3章「労働者意識の国際

比較」では社会風土上で鼓も重要な要素である労働者意識についての比較上の

問題を検討している○

第2には，国内でおこなわれている日本的経営論の現状と問題点を整理する

ことをこころみた。まず第4章「日本的経営論の課題」では日本的経営論の進

むべき方向についての示唆をあたえている0第5章「日本的経営論の展開」で

は今までの日本的経営論についての主要な学説を丹念に紹介し，第6章「日本

的経営批判論」ではそれらの日本的経営論を批判的立場で再考察するという構

成をとっている。

第3には，現在の日本的経営の実感の中から最も重要と思われる3つの命題

をとりあげて，より深い解析をおこなっている0すなわち，第7章「日本的経

営の労使関係」では労使関係について，その歴史をふりかえりながら特質を探

求することにつと軌第8章「終身雇用制と日本的経営」では第1次石油ショ

ックを経験して，いわゆる終身雇用慣行が動揺し始めた実態の解析をおこなっ

ている。第9章「日本的経営における仕事と人」ではいわゆる協働集団として

の日本的経営の内部における人と仕事の関係についての実例をとりあげた。

はしがき　iii

最後に第10章「日本的経営の現代的意義」では編者の責任として，日本的

経営の論理について編者の見解を要約して述べた。

本巻の編成は以上のとおりである。一見して明白なように，本巻の通読によ

って日本的経営論の理論と実態について総合的な整理ができるように編成され

ている。

執筆の御協力をいただいた各位に心から謝意を表したいと思う。

1982年8月

津田員激
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